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研究の内容 

 主な研究として，家庭科食生活領域の中でも，食品の調理特性に関する研究，沖縄の食生活および地域特

性を重視した食文化の研究に取組んでいます。  

 

これまでに研究室で取り組まれた卒業研究の紹介 

食に関する今日的な課題解決に向けて，学生の主体性を支援しながら取組んでいます。   

〇「新たな日常」の視点を取り入れた中学校家庭科 ICTを活用した授業の検討 

〇家庭総合における「おから」を用いた琉球菓子作りの教材化に向けて－持続可能な社会  

の視点からー 

〇小学校における食品ロス削減を目指した授業提案－持続可能な社会を目指して－  

〇中学校家庭科における防災教育－「災害時の食」に焦点を当てた授業開発－    

〇高等学校家庭科における地域の食を題材とした授業提案－調理法を中心に－  

 

  

研究のキーワード 

家庭科食生活領域 調理学 食育 食文化 家庭料理 持続可能な食生活 

 

研究室の様子 

 食ゼミは，普段はのどかな研究室と呼ばれていますが，食物の話になると活発なディスカッションが展開

されます。フィールドワーク等を取り入れながら沖縄の地域特性を重視した研究に取組んでいます。                      

                     

 

 

  

教員についての基本情報 

教員名 田原 美和 准教授（TAHARA Miwa） 

担当教科と分野 家庭科 食物学 

研究分野 家庭科食生活領域 沖縄の食文化 食育    

担当授業 食物学 I・Ⅱ，調理学実習 I・Ⅱ，食事文化論，生活科学演習，

卒業研究，家庭科教育教材研究Ⅲ，家庭科教育実践研究Ⅰ・Ⅱ，

沖縄生活文化論，家庭（分担），日本の文化Ⅰ（オムニバス）等 

授業についての一言 授業は，栄養，食品，調理，食文化，食育，調理学実習など食に

関する多くの領域・内容があります。小・中・高の家庭科食生活

領域の指導に必要な基礎知識について、系統性を重視しながら取

組んでいます。 

 

 

 

 

写真 調理学実習の授業紹介 


